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噂 と 共 同 体
フ ォー クナー の初期 短 篇を 中心 に
奥 村 三 和 子
ラォークナーの作品には噂とい うものがしきりに登場し,物 語の背景となる
田舎町の雰囲気を巧みに醸 し出しているが,啄 とは本来,共 同体の集団意識で
あ り,共 同体の中で物語を生み出し,共 同体を補強もす るが,又 逆に,そ れを
内側か ら破壊 した りもする恐ろしい要素をももつもので あ る。 さ ら、に噂とは
又r語 りのヴァリエーションでもある。つまりそれは人称(誰 がどう語ってい
るか とい うこと)が 隠された語 りであって,語 りだけが浮遊 した結果,様kな
声が入 り混 じって出来上がったコーラスとなる。
ところで,フ ォークナ覧文学の創作上の重要な展開点となる噂,す なわち共
同体の視点とい うも4)が 作品の主要な要素 となったりは1932年 発表の 『八月Q
光』あた りからであるが,そ の萌芽は1930年 に 『スクリブナーズ』に投稿され
くつ
た 「ジルフィア ・ガント嬢」においてすでに見い出される。そこで本稿では,
そのころの短篇集 『これ ら十三篇』で31)の 中から,こ の共同体視点の方法の
一つの頂点と考えられる 「エ ミリーへの薔薇」 と,や は り墫を手法 として用い
ることで成功を収めている 厂乾いた九月」をとりあげ,主 に物語構成の面か ら
両作品を考察 したい。
I
l930年 に 『フォーラム』に掲載 された 厂エ ミリーへの薔薇」は,父 親に青春
を摘まれた一人の典型的な南部女性の物語である。この作品は読者に深い感銘
を与え,も っと電人口に膾炙した短篇の一つだが,作 品構造や時間配列の複雑
さ,多 義的で又,含 蓄のある表現で解釈の多様性を生み,多 くの議論をよんでき
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た 。 し か し今 だ に こ の 作 品 を そ のsurprise・endingに よ っ てE.A.ボ ー 的 な 恐
くか
怖物語あるいは"aschocker"と して読むことを期待する読者が多い中で,新
批評家C.ブ ル ックスは,物 語の語 り手に注 目し,そ こから,物 語の背後に隠
れているジェファソンという南部の共同体に 目を向けることによって作品解釈
に新たな光を当てたのであった。 しか し彼がこの物語からある種の道徳的教訓
を引き出そ うとする場合には,筆 者は簡単には首肯しかねる。 「ミス ・エ ミリ
ーの物語は高慢の罪を犯さないよう警告を与えているのだ。行き過 ぎた英雄的
くヨラ
孤 立 は,人 を 殺 す ほ どの 狂 気 を 生 む の で あ る」 と。 つ ま りブル ヅクス に よれ ば
傲 慢 の罪 を犯 した こ とで エ ミ リーは 物 語 で罰 せ られ て い る こ とに な る のだ が,
彼 の解 釈 に は エ ミ'リ凸 に 「英 雄 的 孤 立 」 を 余 儀 な く させ た もの(あ る い は そ の
プ ロセ ス)に 対す る視 点 が 欠 落 して い る よ うに 思 わ れ る。 む しろ この 物 語 は 土
・ミ リーを 「人 を殺 す ほど の狂 気 」 に ま で追 いつ め た もの を 描 き出 そ うと した の
で は あ る まい かa
まず,こ の 短 篇 は五 つ のsectionよ りな る。 第lsectionの 冒 頭 で 主 人 公
エ ミ リーの葬 儀 が 行 な わ れ る。 この直 後 に町 の人 々が エ ミ リーの 家 の 二 階 で発
見 した もの が この 物語 の結 末 とな る。 第1secti6nの 冒頭 は 最 後 のsectionで
あ る第5section'に つ な が って い る。 この 異 常 な る もの の発 見 に至 る ま で に,
町 の 人kは,も う長 年 の 間 彼 ら と交 流 の な か った生 前 の エ ミ リー の 日常 生 活 に
た ち も ど り,彼 女 の半 生 に つ い て の 記 憶 を よみ が え らせ て,そ の過 去 を 明 らか
に して,最 後 の発 見 に ゆ きつ く訳 で あ る。
この過 去 の発 掘 の視 点 は 町 の 人kの エ ミ リーを み る視 点 で あ り,ジ ェ フ ァ ソ
ン とい う町 の側 に立 つ匿 名 の語 り手(we)が 設 定 され る。 一 人 称 複 数 の この
語 り手 は そ の 匿名 性 に よ り作 者 全 知 を 背 景 とす る客 観 的 語 り手 とな ん ら差 の な
い 役 割 を果 た す と同 時 に,「 共 同体 」 とい う色 彩 のつ い た フ ィル タ ーを 通 して
見 た もの の陰 影 を も読 者 に伝 え る の であ る。 厂わ れ わ れ」(we)と は 作 者 全 知
の 擬 装 な の か,そ れ と も ジ ェ フ ァ ソ ン とい う共 同体 が 擬 人 化 さ れ た も の な の
か 。 恐 ら くそ の ど ち らの 役 割 を も果 た して い る であ ろ う。 あ るい は このweの
くの
声を 「共同体そのものの声に化 した作者の声」 と考えてもよかろ う。ともか く
語 り手は町の一員として,壊 されることになる ドアの前に立ち,四 十年間にわ
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たって閉ざされてきた部屋の中の情景を語る。かと思えば他方,視 点に制限が
もうけ られている筈の一人称の語 り手が,家 の中で砒素の ビンを前にしている
(5)
エ ミリーを直かに目撃 した りもするのである。後者の例にみられる語 りは明ら
かに作者全知の神のごとき視点である。つまりこの作品では伝達の内容を制限
されている筈の一人称の語 り手に作者全知の役割が強い力で結合されているの
だ。しかし余程意識 しないと読者は依拠すべきこの語 り手の二重 性に疑問を抱
かないように思われる。それほど両者を結びつける力は強力で,読 者は無意識
の うちに"we"と 視点を一つにして,物 語の中を運ぼれていくこととなる6
さらに語 り手に関して留意すべ き点は,こ の 「われわれ」の構成員が時に応
じて変化するとい うことである。 この 「われわれ」には,多 様な個人,世 代,
性,階 層,考 え方や感情など小さな町の一切が含まれるが,そ の中でも,話 者
くの
である 「われわれ」の中の一人の 「私」が強 く意識しているのは,強 い好奇心
をもち,状 況に応 じて素早く変化する,町 の道徳の屋台骨 となっているような
婦人連中である。これらの町の多様な眼が,ま るで一人の人間の内面に生起す
る喜怒哀楽,嫉 妬,同 情などの感情のごとく,生 が停滞してしまって現実感覚
を喪失した一人の淑女の生きざまを変幻 自在に追 う。しかもそこにはいつも冷
静で客観的な 厂私」の目があ り,「 われわれ」の中の 厂彼 ら」を時にふ り分け
なが ら間接的な価値判断を読者に示すのである。
さて,没 落 した家柄,父 を亡 くし婚期を逸 した娘の一人暮 らし,恋 人の出現
と失踪,そ の後の人を寄せつけぬ生活ぶ りなどから,生 前のエ ミリーは常に町
の人kか ら好奇の目を注がれた。そして,決 して心の内を語ろうとしなかった
くの
並 ミリーの行動は人kの 様kな 疑惑や憶測を呼び,彼 女の噂は,人 の口か らロ
へと伝えられ,さ らに世代か ら世代へ と語 りつがれて,今 では,一 箇の伝説の
ようになってしまっている。語 り手は,こ のように積もり積もって今では真偽
のほどもわか らなくなってしまっている町の墫話を収集 し,そ れにもとずいて
約半世紀に及ぶエ ミリーの半生を再構成 してみせるのであるが,そ こに写 し出
されるのは,エ ミリーをとりまく南部の田舎町ジェフラソンの移 り変わ りや,'
その体質などであって,エ ミリー自身の実態は常にその背後にかくされたまま
である。 このことは聞き手(読 者)の 心理的suspenceを 高め,読 者は語 り手
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によって語 られる物語か ら様kな 想像を喚起されなが ら,語 り手の話に耳を傾
けるこどとなる。
まず語 り手ほ,冒 頭で葬儀の場面に軽 く触れた後,近 代化 してゆ く町並みの
中で,媚 びるよ うな姿 と荒廃のさまを見せて 目障 りになっているグリアソレ家
を紹介し,身 の家の主であるエミリーが町にとって異質な存在であることを強
調する。次に語 り手は,生 葡のエ ミリーを 「(旧南部からの)伝 統 義務 配
くみ
慮」(9)と い う抽象的な語句を使って集約してみせ,読 者がエ ミリーの生涯に
ついての より具 体的な説明を求めて耳を傾けたところで,十 年前のエピソ∴ ド
として愉 の役人による税金のとりたてに頑として応 じなかったエ ミリーゐ姿勢
を語る。次 に第2sectionめ 冒頭で畫十年ほど前の悪臭騒 ぎのときに,そ め処
理のたあに家にやって来た人々を二階の窓から超然 と見下ろむそいたエ ミリー
め態度も税金のとり泛てにやっで来た役人に対 して彼女が示した態度 と同じで
あらた。 との三十年間もゴ貫 しで変らぬ頑固なエ ミリーの姿勢が第1section.
と第2sectionを 結びつけている。 そtて,又,そ の頑なな姿勢か ら連想 し
て;語 り手は過去か ら現往へと流れる時蘭経過を飛び越えて,悪 臭騒ぎのあっ
た三十年前のエミリニの姿を出現させるのである。この物語の主要な伏線 とな
る悪臭事件の顛末は,町 の人kが 夜中にこっそ りと彼女の家のまわりに石灰を
まいた後,に おいが消えておさまった,と だけしか語 られない。そして,そ の
二年前め父親の死亡と,そ のほんめ少し前の恋人の失踪 とが言及されるが,エ
ミリ乙の頑固な態度は,父 親の埋葬にも仲k応 じようとしなかったことにも示
されている0ち なみに,「 白い'ドレスに身を包」(13)ん だエミリー入 の,年 頃
の青年たちのたび重なる接近も又,本 人や父親のプライ ドの高い頑なな態度で
妨げられたのであった。ここに南部 白人貴族の末裔としての誇 りと伝統 とをあ
くまでも守つて生きてゆとうとする側 と,南 北戦争後,急 激な変貌を とげよう
.としている町の人々の側との融和し得ない鮮やかなコン トラストトが み られ る
が,こ こで斗 ミリーは常に自分の反対側からのみの視点によって浮き彫 うたさ
れて くるのである。そしてY.Vの作品の見事さの一端は,過 去を背にして町 と対
立した 「誇 り高く高慢なグリアソン家ヨ(12)と 現在を生 きている 「野卑でか
しましい世間⊥(12)と の隠微を極めた照応関係にあるが,同 時に読者もまた,
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"we"と 視 点 を 同 じ くす る こ とで
,エ ミ リーを 取 り囲 む 町 の 入kと 同 じ態 度 で
彼女 を見 守 る こ と とな る所 に あ る。・
さて,、第3・sectionの 冒頭 は 第2s馗tionで の 父親 の 死 後 の 時 間 帯 た く り送
まれ て い る。 こ こで は 第2sectionで 軽 く言 及 され た エ ミ リーの 恋 愛 が 具体
的 に述 べ られ,図毒 薬 の砒 素 を薬 屋 か ら強 引 に 買 い とる とい うzミ リーの 行 動 が
新 た な伏 線 とLて 語 られ る の であ る。 エ ミ リー の恋 人 め 出現 は,.第2seeti6h
の 冒 頭 の悪 臭騒 ぎ と,第3sectionめ 結 末 の毒 薬 購 入 との 中 間 に 位 置 して い る
が 故 にヂ そ して ま た 時 間経 過 で み れ ば後 者(毒 薬購 入)が 先 に 起 こ り・,'前者
。(悪臭 騒 ぎ)が 後 に起 った こ とで,'商 者 を 結 び う ける 因 果 関 係 の織 糸 で あ ろこう
とい う予 測 が成 り立 つ。 す なわ ち,こ こ で 語 う手 は聞 き手 め 耳 を そ ぼ だ た 鐘
て,一 層 強 い 想像 力 を喚 起 させ,父 親 の死 亡,恋 人 の 出現,毒 薬,悪 臭 とづ ら
な る時 商 め 流 れ を 切 断 して,逆 に聞 き手 の想 像 力 に よる ズ トー リ藁 の展 開 を 促
そ うとtて い る の で あ る。 づ ま りジ 事 件 め展 開 を説 明す る 脈 絡 は そ の大 部勞 が
読 者 の 想 像 力 に任 せ られ て い るめ であ り,好 奇心 を そそ られ 七読 者 は さ らに 深
く物 語 の 中 に没 入 してゆ くこ と乏 な る。
さて,時 間 の経 過 に順 応 して第3sectionか ら第4secti6nへ の 移 行 を 果
した語 り手 は∴ ま ミ リーが 毒 薬 を 買 った とい う蹲 を受 け て 厂彼 女 は 自殺 す るの
だ ろ う」(i6ジ ど ゴメ ン ∫す る∴ しか し,一 度 畍 かち 姿 を 消 しそ いた 恋 人 は 町
に 亀 ど って こら そ り裏 口か らと ミリーの 家 に 入 る のを 隣 人 が 見 と どけ て 以 来,
屯 ちそ の姿 は 見 られ な くな り,他 方,窓 ガ ラス に映 る 出 ミ リー の姿 が と き ど き
皃 か け られ る とぴ う状 況 か ら毒 薬 ぽ町 の人 々の 予 想 を裏 切 り;・エ ミリーめ 自殺
に 使 わ れ た の で は な い とい うこ とが 判 明す る。'次に語 り手 は,流 れ る よ うな 官








こ こ の エ ミ リァ の髪 が74歳 の 死 の 日 まで,"vigorousiron-gray"の ま ま で あ
り,壮 年 の男 の髪 の よ うで あ った とい うくだ りは,エ ミ リーの した た か な生 き
ざ まを焙 示 す る と同時 に,そ れ はや が て結 末 部 と直 結 す る今 一 つ の重 要 な 伏線
:とな る の であ るo,.
:第3sectionで 伏 線 と して示 され た 毒薬 は,第4sectionで エ ミ リー の 自
殺 へ の予 測 を 生 み,が しか し,大 方 の 予測 に反 して 家 に 閉 じ こ も りな が ら も強
靱 に生 に しが みつ きつ づ け るエ ミ リーの姿 へ と話 が 展 開 され て ゆ くと,聞 き手
ク)想像 力 は強 く刺 激 され,実 際 に語 り手 に よっ て語 られ て い る事 柄 とは 全 く別
の事 態 の想 像 を 呼 び お こす こ と とな る。 恋 人 の失 踪 の 後,一 人 き りで家 に と じ
・こ も っ て生 きつ づ け るエ ミ リー
,と い う状 況 か ら,想 像 され る毒薬 の使 い 途 は
為 はや 明 白 で あ る。
'第5
section・ では,エ ミ リーの 死 後,彼 女 の家 で 発 見 され た もの を 語 り手
鯨 感 情 移 入 す る こ とな くあ くまで 電 淡 々 と描 写 す る。 す なわ ち恋人 ホ ーマ ー ・
.」ミロン の ミイ ラ化 した 死 体 の とな りに で きた枕 の ぐぼ み に"alongstrandof
iron-grayhair"(20)を 発 見 し,エ ミ リー とバ ロ ソ㊧ 結 婚 生 活 の 実 態 が 一 挙 に
暴 露 され て こ の物 語 は 終 わ るの で あ る。,
こ の よ うにfエ ミリ ーへ の薔 薇 」'では約 半 世 紀 にわ た る一 個 人 の 歴 史 が,蹲
と い う素 材 を 用 い て 徹底 して 外 面 か ら観察 され,・そ の 伏 線 とな るエ ピ ソー ドを
時 間 系 列 を 無 視 して 配列 した読 者 の 想像 を刺 激 す る語 りに よ って 見 事 な 物 語 に
織 りあ げ られ て い る0す な わ ち,語 り手 は,こ の 墫 とい う素 材 の 活 用 に よ っ
て ダ 時 閲 の沛 れ の 中 を 自由 に 往 き来 し,物 語 を と りわ け 印 象 的 に 再 構 成 して み
せ る こ とが 可 能 とな うた の で あ る6～ し'
:そ して,語 り手 の この よ うに巧 み な語 りに操 られ て 進 ん で きた 読 者 は,第5 、
sectionの 結 末 で,エ ミ リー の,是 認 され る もの か ど うか は ともか く,そ の ひ
た す らな情 愛 の姿 を 目撃 す る こ とに な る。 こ の とき,こ れ まで 一 貫 して 町 の人
kの 側 にあ った 読 者 の共 感 は,一 挙 に エ ミ リー の も とへ と移 る。 す な わ ち,恋
を してや む に や まれ ぬ 糴 人 を犯 し,.死 体 と長 年 添 い寝 を した 一 人 の 女 性 の 動 か
しが 冷 い現 実 を 目に した と き,読 者 は 自分 自身 もまた,町 の 人 々り か し ま しい
蹲 語 りに耳 を 傾 け る こ とで,尸計 らず も一人 の淑 女 の不 幸 を 安 直 に 享 受 して きた
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酷 さ に気 づ か せ られ る の で あ る。 異 端 の者 に 好奇 の 眼 を 向 け,あ まつ さ}xそ の
対 象 を執 拗 に 追 い詰 め ず に は お か な い人kの 心 。、これ こ そ が エ ミ.リーを 「狂
気 」 に まで 追 い詰 め た も の の 払 端 で あ る こ とを この物 語 の構 成 は示 して い る の
で はあ る まい カも 「わ れ わ れ」 の 中 に身 を 隠 し,常 に冷 静 な 目を失 わ な い話 者
であ る 厂私 」 は,人 々が無 意識 の うち に秘 め もつ この残 酷 さを哀 れ ん で い る よ
うに も思 わ れ る。
II
次 に,「 乾 い た 九 月」 は 最 初1930年 に 『ア メ リカ ン ・マ ーキxリ ー』 や 『ブ
ォー ラム』 に 「乾 燥(``Drouth")」 とい うタイ トルで 送 られ,さ ま ざ まな経 過
を 辿 りなが ら最 後 に1931年 に 『ス ク リブナ ー ズ』 に発 表 され た。 この作 品は,.
「エ ミリーへ の 薔 薇 」 と同 様,構 成 に巧 み な工 夫 が 見 られ,厂 土 埃 」 の効 果 的
な使 用 と ともに,主 題 と叙 述 方 法 とが 見事 に融 合 した 傑 作 の 一 つ で あ る。
「乾 いた 九 月」 も五 つ のsectionよ り成 る。 す な わ ち 白人 の 中年 独 身 女 性
ミニ ー ・クーパ ー炉 黒 人 ウ ィル ・メイ ズ に お そわ れ た とい う町 の 墫 が広 ま り3'
この黒 人 を 捕 え,リ ンチ に か け て 殺 して しま う内容 が 第1section,第3section
とな っ て いて,レ イ プの 被 害 者 と 目 され る ミニ ー の 日常生 活 と リンチ の 当 日映
画 館 に 出か け て 半 狂 乱 とな る第2section,第4sectionと,リ ンチ の後,自
宅 に帰 った 首 謀 者 マ ック レン ドンの憔 忰 した状 態 を 描 く第5sectionか ら成 り
立 って い る。 リ ンチに 至 る第1,第3sectionは,ミ ニ ーの 目常 生 活 と当 日
の行 動 を描 く第2,第4sectionと は最 後 まで 関 係 し合 うこ とは な く,両 者
の ス トー リーは 並 列 した ま まで 終 わ る。 そ して この 両 者 を如 何 に統 合 す るか は
一 切 読 者 の側 に まか され て い る
。
また,「 エ ミリーへ の 薔 薇 」 で は,語 り手 の視 点 を 設 定 し,終 始 そ の鍵 穴 を
通 して エ ミ リ山 の半 生 を 追 った 。 しか し,「 乾 いた 九 月」 で は 語 り手 は全 く設
定 され ず,二 つ のス トー リーは よ り客 観 的,断 定 的 に伝 達 され る。 「エ ミ リー
の薔 薇 」 にお いて は,エ ミ リー とは 終始 対 立 的 で調 和 し得 な か った町 の人kが
語 り手 とな って エ ミ リーを 浮 か び上 が らせ た 。 そ の 結 果,町 の人kと エ ミリ高
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との隠 微 を 極 め た 心 理 戦 争 と も言 うべ き鮮 明 な コシ トラス トが浮 き彫 りに され
軌た
。 しか し,厂 乾 いた 九 月」 に お い て は,外 部 と交 渉 を絶 って家 に と じ こ もっ
て いた エ ミ リー の場 合 とは 異 な り,語 り手 の視 点 は 一 つ に 限定 され な い。 リン
チ は,雨 の降 らない,乾 燥 し,ほ こ りが 積 もった 町 は ず れ で 決行 され る。 そ の
犯 行 の雰 囲 気 を 醸 し出 した の は南 部 の暴 力 的風 土 を 象 微 す る異常 な 気 象 で あ っ
て,い わ ば 語 り手 は そ の 中 に融 け込 み埋 没 して しま って い る とい って も よか ろ
う。
さ らに,約 半 世 紀 に わ た る エ ミ リー の生 涯 を描 い た 厂エ ミ リーへ の 薔 薇」 と
異 な って,厂 乾 い た 九 月」 で は,あ る 日の夕 方 の数 時 間 とい うご く短 い 時 間 経
過 を 扱 って お り,一こ こで は更 に,日 照 り続 き とい う自然 現 象 の 異常 な 雰 囲 気 を
背 景 として い る。 つ ま り,猛 烈 な旱 ぽっ の も とで 「枯 草 の なか の火 」(39)の
よ うに一 挙 に広 ま った 噂 を 軸 と して,リ ンチ の ス トー リー と,ミ ニ ー のス トー
リー とを 交 互 に 接 続 な しに組 み合 わ せ て,短 時 間 の うちに 同 時 に進 行 す る事 態
を 対 照 的 に 表 わ す とい う表 現効 果 を ね らっ て い る の であ る。
第1,第2sectionは 共 に リンチ に至 る ま での 前 段 階 と ミニ ーの 日常 生 活
とを 内容 と した 導 入 部 であ り,し か もそ れ は 第3sectionと 第4sectionと
の 明 確 な 対 照 点 を 浮 か び上 が らせ る た め の プ レ リュ ー ドと もな って い る。 第1
sectionで は,マ ック レン ドンや ブ ッチ,さ らに旅 商 人 た ちの 黒 人 に 対 す る激
ゆラ
し い偏 見 と暴 力 が,弱kし い勇 気 を もっ て弁 護 す る ホ ー ク シ ョーの 抗 議 や 諫 言
を,「 北 部 野 郎 」(40)と か 厂黒 ん 坊 び い き」(40)と い った 言葉 で圧 倒 し,周
囲 の疑 問 も問 答 無 用 の 言葉 で圧 殺 し,判 断 に迷 らて い る者 も巻 き込 ん で 集 団 暴
力 化 して い く。 この過 激 な 言葉 に続 い て,暴 徒 とな った 男 た ちは 現 実 の リン チ
へ と飛 び 出 す が,そ の 外 の 自然 に は,"blood�twilight"の も と,"Theairwas
flatanddead.Ithadametalictasteatthebaseofthetougue"(43)と
異 様 な 空 気 が 充満 して い る。 そ こ に は何 か た だ な らぬ非 日常 的 な雰 囲 気 が 漂 っ
て い る。 第2sectionで は,世 間 で は 相 当 な 家 の娘 で あ り,か つ てパ ーテ 壕の
人 気 者 で あ った ミニー が ひ と り独 身 の ま ま と り残 され て ゆ く過 程 が描 か れ る。
rほ か の女 の子 よ り多 少 明 るい,目 立 つ炎 」(44)の よ うな 存在 で あ っ た ミニ ー
が と り残 され た 原 因 に は,隔彼 女 自身 の鈍 感 さ,病 気 の母,元 気 に家 を 切 り盛 り
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して ミニ 尸を監 視 して い る叔 母,と い った い び つ な家 族 関 係 と,そ して 何 よ り
も友 人 た ち の 「仕 返 しの 喜 び」(44)に 隠 され た意 地 悪 さ とが あ る。 友 人 隣 人 た
ちは 彼 女 に対 して,好 奇 の 眼を 注 ぐこ とを 休 め る こ とな く,あ のエ きリーに対
す る眼 と同様,執 拗 に監 視 しつ づ け,そ の た め追 いつ め られ て非 現 実 の 世 界 へ
と孤 立 し た ミニー は,か つ て の よ うに 人kの 関心 を呼 ぼ う と してデ マを 流 した
の で あ る。 この ミニ ー の着 る 「は な や か な 朖(brightdresses)」(45>の 奥 に
は,厂 は げ しい 現 実 ば な れ の 色 あ い(aqualityoffuriousunreality)」(45)
が 秘 め られ て い る。 こ こ でsecti�lの"bloody"は この"bright"な 服 装 と
重 な り,ま た 異様 な大 気 は ミニ ー の ドレス と同様 に リア ル な 日常 性 の 欠落 を感
じ させ るで あ ろ う。
こ うした対 照 性 は,二 つ の ス トー り一の ク ライ マ ッ クス で あ る 第3,第4
sectionに お い て 特 に 明 瞭 とな る。 日が暮 れ て 月が 出 よ う とす る頃,黒 人 は 捕
え られ る。 月夜 であ た り一・帯 は"silveringtheair"(47)と な り,一 行 は"�
bowl.ofm�tenlead"(47)の 中 に い る よ うで あ る。 こ の表 現 は,第4section
で 同 じ頃,ミ ニーが 女 友 達 と映 画 館 に出 か け,・笑 い の発 作 を け んめ いに こ らえ
なが ら見 は じめ た 映画 の ス ク リー ンの"thescreenglowedsilver"(51)と 重
な り合 う。 月夜 とい う自然 状 態 が"silvering"と か"moltenlead"と か い う人
工 物 を 表 わす 語 句 で示 され る の は,映 画 の ス ク リー ンの輝 き と重 ね 合 わ さん が
た め で あ り,そ れ は また,黒 人 を捕}xに 来 た マ ッ ク レ ン ドンー 行 の車 の ヘ ッ ド
ラ イ トの 輝 き``theheadlightsglaringonthebl穗kwall"(46)に も通 じる
もの で あ ろ う。 この よ う、に第3,第4sectionに は,互 い に照 応 し合 う,二,
三 の 意 識 的 な表 現 がみ られ るが,そ れ は 二 つ の ス トー リー の クラ イ マ ッ クス に
お いてsilveringの よ うな特 定 の語 句 を 繰 り返す と とに よっ て,そ れ らの 瞬 間
の状 態 や 雰 囲 気 を 同一 時 間帯 に起 きた こ と と して読 者 に 印象 づ け,且,ミ ニ 喉
の 半 狂 乱 の姿 と,哀 れ な犠 牲 者 ウ ィル ・メ イ ズの不 条 理 な死 とい う二 つ の 映像
を 重 ね て 浮 か び あ が らせ ん とす る試 み で あ る。
第5sectionで は,真 夜 中,リ ン チの 後 帰 宅 した マ ッ ク レン ドンの暑 さ と、
疲 労 と微 か な 良心 の うず きで憔 忰 した 様 子 を 描 き出 して こ の物 語 は 終 わ る。
以 上,「 エ ミ リーへ の薔 薇 」 で は,半 世 紀 に 近 い 時間 間 隔 を共 同体 に お け る
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「墫」 とい う手だてを使い,又,巧 みな語 りによって時を自在に往き来し,
且,そ れを ドラマティックに再編したのに対 して,厂 乾いた九月」では,異 常
乾燥とい う気象条件を背景に,乾 いた草に燃え移った火のように一挙に広まっ
た墫を軸 として,あ る日の夕方の数時閲とい う短い時間間隔の うちに,別kの





することによって,共 同体内部の結束を期せず してはかるとい うメカニズムの
うちにあるのである。排斥すべき恰好の標的は共同体内部から,攻 撃しても比
較的危険度の少ない弱者が選び出されることになる。 まず 標的とされた 厂他
者」に対して,人kの 「嘩」 とい うものが醸成 され,且,そ の 「他者」を外か
らとりかこむ形で 「噂」が伝播 される。 「他者」はその 「噂」に対して表立っ
て抗するすべをもたない。
厂エ ミリーの薔薇」においては,没 落 した名家,グ リアソン家の令嬢エ ミリ
ーに対して,確 かに田舎町の人kは 憐憫を惜 しまない。 「おかわいそ うに」 と
いう気持をまじえた噂語 りがこの物語展開の主役を演 じている。が,憐 欄の情
はしかし,当 然にも上から下へと注がれるものであ り,誇 り高き貴婦人への侮
蔑 となる。だか らこそ,エ ミリーの態度は一層依怙地 とな り,か えって彼女を
ゆ
更に追いつめる結果となった。 ここでは共同体の人kの 主観的には暖か とも思
える憐憫の情が,エ ミリーを 「他者視」す る眼差 しの中では明確に蔑み となっ
てしまったのである。
このような 「他者」へのやや ソフトな扱いがハー ドになったのが 「乾いた九
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っ た の は,こ れ ま た 隣 人 た ち の 好 奇 の 眼 差 し に よ っ て 追 い つ め られ た ミニ ー の
流 した デ マ で あ り,偶k,幾 日 も 打 ち 続 い た 旱 天 の 気 象 で あ る0
こ の よ うに し て 共 同 体 は そ の 内 部 に 「他 者 」 を 抗 弁 し え な い 噂 」 の 網 で か
ら め と り,そ れ が 憐 欄 に よ っ て で あ れ,明 ら さ ま な 暴 力 に よ っ て で あ れ ,そ の
「他 者 」 を 疎 外 し,共 同 体 が 紐 帯 を 強 め る た め の い け に え の 羊 と 化 し て し ま う
の で あ る 。 フ ォ ー ク ナ ー の こ の 二 つ の 小 品 は ,共 同 体 の も つ 暴 力 性 と い う も の
を 余 す と こ ろ な く描 い て い る と言 え よ う。
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